
令和２年度 出雲市戦没者追悼献花式 

戦没者追悼・平和祈念のことば 

本日、出雲市戦没者追悼献花式を、斐川町戦没者慰霊塔において、出雲市の主催により

厳粛に執り行って頂きました。出雲市長様から式辞の中で、戦没者追悼のことばと、平和を祈

念するご挨拶を賜り、斐川町遺族会と致しまして、衷心より感謝申し上げる次第でございます｡ 

戦後７５周年の節目の年の本日、斐川町全戦没者のご英霊の皆様に、斐川町遺族会長と

致しまして、追悼のご挨拶を申し上げます。 

令和になって初めての、昨年の全国戦没者追悼式において､天皇陛下の「おことば」に感

動致しました。全文をご報告申し上げます。 

「本日、「戦没者を追悼し平和を祈念する日」に当たり、全国戦没者追悼式に臨み、さきの

大戦において、かけがえのない命を失った数多くの人々とその遺族を思い、深い悲しみを新

たにいたします。 

終戦以来７４年、人々のたゆみない努力により、今日の我が国の平和と繁栄が築き上げら

れましたが、多くの苦難に満ちた国民の歩みを思うとき、誠に感慨深いものがあります。 

戦後の長きにわたる平和な歳月に思いを致しつつ、ここに過去を顧み、深い反省の上に立

って、再び戦争の惨禍が繰り返されぬことを切に願い、戦陣に散り戦禍に倒れた人々に対し、

全国民と共に、心から追悼の意を表し、世界の平和と我が国の一層の発展を祈ります。」 

と、「おことば」がありました。 

戦後生まれの天皇陛下が何を語られるのか、関心が寄せられていましたが、上皇陛下とほ

ぼ同様な内容であり、変えないことで平和への思いを確かに受け継ぐ覚悟を示されたと、私

は拝察いたしました。 

主催する政府を代表した、安倍内閣総理大臣の、式辞の要旨は、「祖国の行く末を案じ戦

陣に散った戦没者の方々。すべての御霊の御前にあって、御霊安かれと、心より、お祈り申し

上げます。今、私たちが享受している平和と繁栄は、戦没者の皆様の尊い犠牲の上に築かれ

たものであることを、私たちは決して忘れることはありません。戦争の惨禍を、二度と繰り返さ

ない。この誓いは昭和、平成、そして、令和の時代においても決して変わることはありませ

ん。」と、式辞で述べられ印象に残っています。 



日本は、先の大戦で、３１０万人の犠牲者が出たといわれます。戦後７５年間、日本は戦争

による一人の戦死者も、外国人の戦死者も出していないといわれます。これは素晴らしいこと

です。先の大戦の反省から、新しい憲法が制定され、国として戦争をしてはならないとなりま

した。つまり、戦争犠牲者の方々に後世の私たちが、戦争から守られているのではないかと考

えています。 

私たち遺族会は、組織を存続させ英霊の顕彰を第一義に、戦争の悲惨さ平和の尊さなど

を語り継がなければならない責務があります。そして、次の世代の皆さんの、後継の組織化に

努力することを申し上げ、ご英霊に対し追悼のご挨拶といたします。 

本日、戦没者追悼献花式を開催してくださいました出雲市長様はじめ、関係の皆様方に深

甚の謝意を申し上げ、意を尽くしませんが、私のご挨拶といたします。 

 

令和２年８月１５日             斐川町遺族会  会長   金築 明雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

【天皇陛下のおことば】 

出典：宮内庁ホームページ（https://www.kunaicho.go.jp/page/okotoba/detail/48#184） 

 

【内閣総理大臣式辞】 

出典：首相官邸ホームページ（https://www.kantei.go.jp/jp/98_abe/statement/2019/0815sikiji.html）から抜粋  
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